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幼稚園児における視覚的食教育の効果
Visual effect of dietary education among kindergarten children
キーワード：食教育，幼児期，生活習慣
Abstract：The dietary education in early childhood is necessary because this stage is an important 
period to form the basic foundation of people’s dietary habit. For this reason, adults need to expand 
their knowledge of diet so that young children can properly establish their own dietary habit.
　In this study, we visually presented pictures of food combinations to young children for 
educational purposes. We also surveyed their parents and examined their awareness of dietary 
habits. The questionnaire on eating habits included food their children can obtain every day.
　The result showed that the parents’ thoughts of dietary habit changed after the intervention 
of the dietary education. In other words, continuous visual food education brought better 
understanding about the “food” to the young children and their parents. We propose that it is 
necessary for kindergarten, family and educational institutions such as universities to cooperate and 
promote dietary education.
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毎日食べる 週５〜６日食べる 週３〜４日食べる 週１〜２日食べる 食べない
介入前 87.7 0 8.1 4.2 0
介入後 86.4   7.2 3.8 2.6 0
表２　幼稚園での食事（お弁当）についての会話の頻度
毎日食べる 週５〜６日話す 週３〜４日話す 週１〜２日話す 月２〜３日話す 月１日以下 話さない
介入前 23 11 23 12 8 0 23
介入後 35 17   10.0 17 7 7  7
表３　食べ物の栄養の話をする頻度
毎日食べる 週５〜６日話す 週３〜４日話す 週１〜２日話す 月２〜３日話す 月１日以下 話さない
介入前 19  0 12 27 15  8 19
介入後 11 10   24.0 14 24 10  7
表４　栄養，食生活問題への関心の有無
かなりある ややある どちらでもない ややない まったくない
介入前 19 62 15 0 4


















































































介入前 27 19 54
介入後 52  0   48.0 
P<0.05
38
いうことに気づきが出てくるであろうと示唆される。
５．まとめ
　幼児期は食生活習慣の基盤が形成される重要な時期
であり，食教育の必要性が提唱されている。
　そのため幼児がどのように食べ物を組み合わせて食
べたらよいのかを自ら栄養の知識を持って学ぶ必要が
ある。本研究では，幼児を対象に視覚的食教育を行
い，その保護者には食についてのアンケート調査を実
施し意識を検討した。アンケート項目はこどもを取り
巻く食について等である。食教育介入前後において，
保護者の食に対する意識に変化が見られた。つまり，
継続的に視覚的食教育を行うことで，園児および保護
者への「食」についての理解が深まることが示唆され
た。こどもたちに食品を選ぶ力を身につけさせるため
には，幼稚園，家庭，教育機関（大学等）が連携を取
り，食教育を推進していく必要があると思われる。
　本研究の結果の一部は第59回日本栄養改善学会学術
総会（名古屋市　平成24年９月13日）において発表し
た。
６．謝辞
　本研究にご協力いただきました岡山市Ｍ幼稚園およ
び調査対象者の皆様に深甚なる謝意を表します。
７．参考文献
１）山本茂・奥田豊子・濱口郁枝編（2011），食育・食
生活論　社会・環境と健康，講談社，pp.６-11，pp. 
114-115
２）小川雄二・中田典子著（2011），五感イキイキ！心
と体を育てる食育，新日本出版，pp. 14-30
３）橋本洋子（2011），幼児を持つ母親の食や栄養，
サプリメントに関する知識と情報源，栄養学雑誌，
Vol. 69（１）pp. 39-47
４）堤ちはる・土井正子編（2011），子育て・子育ち
を支援するこどもの食と栄養，萌文書林，pp. 134-
136
５）祓川摩有（2011），小・中学生の食生活への意識と
食習慣との関係，栄養学雑誌，Vol. 69（２）pp. 34-
40
６）築山依果（2006），幼児における食教育の実施
とその効果，ノートルダム清心女子大学紀要，30
（１），pp. 30-38
７）長屋郁子（2002）幼児期における栄養教育８．
食教育の継続効果と食環境要因,岐阜女子大学紀要,
（30），pp. 109-114
